
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 

学 校 名 瑞浪市立釜戸小学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月２５日（土）～１１月３日（月）  

 

実 施 概 要 

① 学習発表会 １０月２５日          
 

② 幼小中一貫教育講演会 １０月２５日     
 

③ 町文化祭への参加（作品展示，ソーラン）   
  １１月１日、２日（釜戸町）１１月３日（大湫町）  

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ■文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 ■成果発表 □交流活動 ■講演会等 
 
  ■地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者 １７０ 人 
計 ２００ 人 

地域関係者 ３０ 人 

 

実 施 状 況 

①学習発表会（保護者、地域の方）  
１年 音読「くじらぐも」 
２年 音読「じゅげむ」、「いるかはざんぶらこ」歌とリズム  
３年 総合的な学習の時間で学習したことの発表「大豆について」 
４・５年 合唱奏「八木節」 

合唱「夢見るジャンプ」、「虹が」 
  ６年  リコーダー演奏「ふるさと」、合唱「ＦＡＣＥ」 
 
②教育講演会（保護者、地域の方）  

演題「インターネットの光と影 ～子どもを守るために保護者が
知っておかなくてはいけないこと～」 

東濃教育事務所 酒井 統康 氏 
 
③湫町・釜戸町文化祭への参加  

・作品展示（絵画・粘土、習字）（釜戸ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ（公民館）） 
・５・６年生による踊り披露「スーパーソーラン２０１４」 
・作品展示（絵画・粘土、習字）（大湫ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ（公民館））  

 

成果及び課題 

○今年度から全校が体育館で学習の成果を発表することにした。国語、
音楽、総合的な学習の時間の中で取り組んできたことや本校が大切
にしていることを堂々と発表する姿を保護者や地域の人に見てもら
うことができた。 

○教育講演会では、昨年度の講演会と比べ、多くの人が参加した。講
演会の話題が今日的な課題であったことや事前にアンケートを実施
したり、学校報やチラシなどで何度も呼びかけたりしたことが参加
者の増加につながった。（Ｈ２５は８０名、今年度は１２０名) 

○町の文化祭に作品を出品したり、運動会で練習してきた踊りを披露
したりした。子どもたちの頑張っている姿を多くの町民の方にみて
もらうことができた。 

●保護者だけでなく、多くの地域の方が参加してもらえるような会を
工夫していく。 

 


